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研究成果の概要（和文）：健康格差是正に向けて、生活水準や健康意識など、個人や地域の特性を踏まえた健康
づくり手法を構築し、健康格差是正に役立てるための「公衆衛生マーケティング」の概念を整理した。実証研究
の結果、①少額インセンティブで野菜摂取の所得間格差が是正、②プロ野球ファン向けアプリ「パ・リーグウォ
ーク」で身体活動を促進、③高齢者の集いの場（サロン）への参加の際、参加団体が1種類より2種類以上で大き
な介護予防効果、④某企業の職域健診を活用したNCD予防活動「健診戦」で高い効果を認めた、などの成果が得
られた。実証結果をもとに対象者の属性に応じた介入（precision public health等）の概念をまとめた。

研究成果の概要（英文）：We aimed to create a concept of 'public health marketing' to achieve health 
equity by building health promotion methods based on individual and regional characteristics, such 
as standard of living and health awareness. 1)Disparities in vegetable intake between incomes 
reduced through small monetary incentives; 2)Promotion of physical activity (increased number of 
steps) with the "Pa-League Walk" app for professional baseball fans; 3) Participation in "kayoino-ba
 (salons)" for older people: the effect of care prevention was greater for two or more types of 
participating groups than one type. 4) High effectiveness was observed in the 'kenshin-sen(health 
check-up championship)', an NCD prevention activity by Hakuhodo DY holdings Inc.. Based on these 
emprical data, we summarized the concept of such as PRECISION PUBLIC HEALTH.

研究分野：社会疫学・パブリックヘルス

キーワード： 健康格差　マーケティング　健康の社会的決定要因　precision public health　社会疫学　ナッジ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
予防・健康づくり政策の新しい介入法やその評価法、対象者の社会背景を踏まえたマーケティングアプローチ、
コミュニティの組織化による対応、既存のランダム化比較試験による効果実証の限界、企業経営者を従業員の健
康づくりに向けてナッジする枠組み（健康経営におけるアウトカム設定等）の必要性、社会属性による費用対効
果の相違の可能性等について、エビデンスをもとに取りまとめて発信した。健康格差を踏まえた新しいパブリッ
クヘルス活動を社会全体で進める際の理論的・実証的エビデンスになると期待している。自治体・日本政府・国
連組織からのヒアリングや委員会委員への招へいを受けるなどの貢献をしてきた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
健康格差は世界的な公衆衛生課題である。これまで、健康格差の是正に向けた地域社会環境への
介入モデル構築の研究を進めてくるなかで、効果を上げるには人々の認知行動特性を踏まえた
マーケティング戦略が必要であると着想した。特に、社会的ストレスのために健康づくりへの意
欲や意識を維持しづらい人々を特定し、それらの人々の特性や興味関心に合った保健施策をデ
ザインして普及させていく等、社会経済状況による効果の異質性に配慮したマーケティングの
重要性を認識した。例えば、行動経済学には人の認知行動の不合理性を応用して期待する行動を
促進する環境介入を意味する「ナッジ」の概念がある。これらを参考に、公正なパブリックヘル
ス対策を可能とするマーケティング手法を確立すべきとの考えに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究では、ナッジ理論等、行動科学のさらなる応用により、パブリックヘルス領域における新
しいマーケティングの実装モデルをつくり、地域での実験研究等により効果を検証する。特に、
健康格差の是正に向けて、人々の認
知行動特性を踏まえた行動変容の戦
略やそのデザインの方法を開発す
る。地域およびオンラインでの実験
研究により効果を検証しながら、そ
れらを開発する。そして、これらの
経験を踏まえ、健康格差是正に役立
てるための新しい「公衆衛生マーケ
ティング」理論の礎とする。 
 
３．研究の方法 
理論研究：既存の行動変容理論・組織行動論等を健康格差是正の観点でレビューする。実証研究
成果を踏まえ、体系化する。 
実証研究：主に３つのフィールドで実験研究・疑似実験研究を実施する。期間中に発案された追
加の実証もする。地域や職域での介入を行い、その全体効果と異質効果（参加者の社会経済状
況による効果の違い）あるいは健康格差是正効果を評価する。 

 
４．研究成果 
理論研究：従来のポピュレーション・アプローチを「知識啓発型」「環境改善型」「健康の社会的
リスク低減型（貧困対策等）」等に分類し、既存の施策を評価し、レビューによりその効果を検
証した。知識啓発型が健康格差を拡大させる可能性がある一方、環境改善型や健康の社会リスク
改善型（まちづくり型介入等・加糖飲料やたばこへの課税等）は健康格差を縮小させる可能性が
高いことが明らかとなった。知見を踏まえ、対象集団の属性情報に基づくテーラーメード型介入
を意味する precision public health等の有用性を見いだし、その理論的根拠を整理して、複数の論
文や書籍を出版した 1,2。 
 
実証研究： 
① 糖尿病の格差解消を目的として某自治体が実施したヘルスプロモーション活動の一環とし
て、同自治体が認定する飲食店で野菜増量メニューをオーダーした際に小額（50円）の返金
が得られるインセンティブキャンペーンを行った。これにより、同メニューの注文割合が所
得水準と反比例（格差が縮小）する結果が得られた（一連の取り組みが第 6回「健康寿命を
のばそう！アワード」受賞）3。 
② 某企業と実施した、コミットメント等の行動科学に基づく介入要素を組み合わせたエンター
テインメント型健康プログラム「健診戦」で、体重や腹囲が改善し、その効果は特定健診特
定保健指導の対象者で高く、職位によらず効果がみられた（第 9回「健康寿命をのばそう！
アワード」受賞）4。 
③ プロ野球パ・リーグのファンを対象とした無料アプリ「パ・リーグウォーク」による身体活
動促進ナッジの効果を検証し、同アプリを使用していない対照集団のデータと比較して、ア
プリ利用者の歩数が増加したことが示された。その効果に社会経済状況による違いは見られ
なかった（第９回「健康寿命を伸ばそう！アワード」受賞）5 。 
④ 日本老年学的評価研究 (JAGES) により、通いの場（ソーシャル・ナッジによる介護予防の
取り組み）により 地域活動参加や死亡率の減少が所得水準によらず観察された 6。 



⑤ ナッジを活用した特定健診リ
マインドレター（情報処理負荷を減
らしたもの）と通常のレターを用い
たもの割り付けたランダム化比較試
験により、情報処理負荷の少ない群
でより受診率が高くなり、その効果
は所得が低い群ほど顕著であった
（左図）7。 
⑥ 全国 36 自治体を対象として、
自治体単位のクラスター化疑似実験
を行った。地域診断データのみを提
供した自治体に比べて、地域診断デ
ータを活用したコミュニティ組織化
支援をした自治体では男性のサロン
等への参加が増加し、死亡率の減少
がみられ、その効果に所得による違

いは見られなかった（右図）（関連する活動で複
数自治体が「健康寿命をのばそう！アワード」
各賞を複数回受賞）2。WHOからそういった継
続的な地域開発のノウハウをまとめた書籍を
出版した 8。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
近藤尚己 74(8)
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
貧困を治療する－医師が貧困に取り組む意義

治療 2019 1274-1277

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
近藤尚己 101(11)
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
健康経営の本質は「健康の押し売り」ではない．

日本政策金融公庫調査月報 pp2-3

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
近藤尚己 July 2018 No.118
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ドクターSの診療ファイル Part2 SDHから探る、患者に隠れた健康問題とは?　Case 1 SDHから考える本当
の禁煙支援とは,

レジデントノート pp1752-1757

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
柴田綾子．近藤尚己監修. 2018-10
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ドクターSの診療ファイル Part2 SDHから探る、患者に隠れた健康問題とは?　Case 3 治らない高血圧 ～
夜勤というSDHに潜む罠～,

レジデントノート pp2276-2282

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
岡本真希．近藤尚己監修. 2018-12
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
特別寄稿・医療機関における患者の社会的リスクへの対応：social prescribingの動向を参考にした課題
整理.

医療経済研究Vol.30 pp.5-19

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
西岡大輔. 近藤尚己. No.1, 2018
 １．著者名



2018年

2018年

2018年

〔学会発表〕　計20件（うち招待講演　9件／うち国際学会　7件）

2020年

 ２．発表標題

78th Annual Scientific Meeting on Achieving Health Equity - Opportunities for Psychosomatic Science（国際学会）

Okuzono SS, Lee HH, Shirai K, Kondo N, Kawachi I, Kubzansky LD
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

optimism, ikigai, and lifespan among Japanese older adults

 ３．学会等名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
貧困と社会的排除、そして格差　Poverty, social exclusion, and disparities.

Japanese Consortium for General Medicine Teachers pp71-74

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
近藤尚己 Vol.10
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
健康格差対策としてのまちづくり.

Aging & Health 夏 No.86 pp22-25

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
近藤尚己 第27巻第2号
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
健康格差対策の進め方：社会疫学から健康教育学への提案．

日本健康教育学会誌 pp22-23

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
近藤尚己 2018 Vol.26 特別号
 １．著者名



2021年

2021年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第31回日本疫学会学術総会

第31回日本疫学会学術総会

Asian University Alliance Conference(Chulalongkorn University, Bangkok.)（国際学会）

第78回日本公衆衛生学会総会 シンポジウム(高知会館)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

西尾 麻里沙, 高木 大資, 篠崎 智大, 近藤 尚己.

木野志保, 西岡大輔, 上野恵子, 近藤尚己

近藤尚己

近藤尚己

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

（口頭発表）インセンティブ等を用いた食選択支援の可能性と課題：足立区の事業評価の事例より

地域の社会的ネットワーク・個人の社会参加・食行動の関連 非線形構造方程式モデルを用いた媒介分析

高レベルADL,社会資本,および出発する公共支援プログラム

(International conference) Presenter,“Community-Based Integrated Care Japan PHC approach toward equitable healty ageing
society.

 ３．学会等名

 ３．学会等名



2019年

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第78回日本公衆衛生学会総会 シンポジウム(高知市文化プラザかるぽーと)

ISBNPA Webinar SIG（招待講演）（国際学会）

Asian University Alliance Conference(Chulalongkorn University, Bangkok.)（招待講演）（国際学会）

WONCA Asia Pacific Regional Conference 2019(Kyoto, Japan.)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

近藤尚己

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

近藤尚己

近藤尚己

近藤尚己

 ４．発表年

（座長）「生活困窮世帯およびその子どもへの健康支援のあり方」

Webinar(世界同時開催のオンラインセミナー）Speaker,Socioeconomic Inequalities Achieving health equity via community
organizing: two real-world intervention studies in Japan.

(International conference) Presenter,“Community-Based Integrated Care Japan PHC approach toward equitable healty ageing
society.

(Symposium) Chair, 健康の社会的決定要因への対応:プライマリ・ケアにおける実践

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2019年

2018年

2018年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JENESYS 2018(Tokyo , Japan)（招待講演）（国際学会）

In “Forever Young? Sustainable and Healthy Longevity through Science and Technology”, 8th International Conference of
Young Scientists & Annual General Meeting of the Global Young Academy.（招待講演）（国際学会）

In The Harvard Takemi International Health Program the 35th anniversaly memorial Forum.(Tokyo, Japan.)（招待講演）（国際学
会）

スポーツ庁主催　生涯スポーツ・体力つくり全国会議2020(松江しんじ湖温泉ホテル一畑)（招待講演）

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

近藤尚己

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

近藤尚己

(Symposium) Making healthy and equitable communities for older adults in Japan: Lessons from Japan Gerontlogical Evaluation
Study (JAGES).

(Symposium) Health Inequality in Japan in the Era of Population Ageing: Challenges and Recent Actions.

パネリスト「共生社会実現のための戦略的な街づくりに向けたデータサイエンス活用術」

近藤尚己

近藤尚己

(Seminar) Why Japanese live long ? Understanding social determinants of health and taking actions toward health equity,



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第65回日本栄養改善学会学術総会(新潟市朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター)（招待講演）

第27回日本健康教育学会学術大会(姫路市市民会館)（招待講演）

第91回日本産業衛生学会 メインシンポジウム2 健康格差- 職域における社会的処方の可能性(熊本市民会館)（招待講演）

第78回日本公衆衛生学会総会 シンポジウム(高知会館)

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

近藤尚己

近藤尚己

近藤尚己

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

（口頭発表）インセンティブ等を用いた食選択支援の可能性と課題：足立区の事業評価の事例より

教育講演「思わず栄養が“ええよう”になる行動戦略: 社会疫学からの提案」

特別講演「健康格差対策の進め方：社会疫学から健康教育学への提案」

講演「健康格差の現状と対策：職域への応用」

 １．発表者名

近藤尚己



2018年

2018年

2022年

〔図書〕　計10件

2020年

167人とまちづくり研究所
 ２．出版社

1.安藤崇之，奥村圭子, 近藤尚己, 後藤励, 鈴木佳奈子, 長嶺由以子, 西岡大輔, 堀田總子, 三谷慶, 村
井邦彦, 吉江悟

 ４．発行年 １．著者名

 ５．総ページ数

高齢者の社会的リスクに関する基礎的調査研究事業 : 報告書

 ２．発表標題

 ３．書名

International Conference on Kinesiology

第9回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会(三重)

第9回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会(三重)

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

雨宮愛理、近藤尚己、長谷田真帆、西岡大輔、近藤克則．

西岡大輔, 近藤尚己．

Kamada M

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

（口頭発表）地域のソーシャル・キャピタルと高齢者の要介護度改善の関連：JAGES コホート研究（地域ケアネットワーク賞（研究部門）
ならびにプレゼンテーションアワード受賞）

（口頭発表）社会的処方の事例と効果に関する系統的レビュ　　ー： 普及に向けた課題整理（プレゼンテーションアワード受賞）

Population strategies for promoting physical activity: social marketing and gamification techniques.



2019年

2019年

2019年

2019年

5

-

-

5

日本看護協会出版会

Kobe: World Health Organization

Springer Nature

日本看護協会出版会

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

近藤尚己.

Kondo K, Rosenberg M, Kondo N, Cable N.

Tomoki Nakaya, Keisuke Fukui, Yuri Ito, Keiji Yano, Yuzuru Isoda, Naoki Kondo,Kazumasa Hanaoka,
Yoshikazu Nishino, Seiki Kanemura, Ryozo Matsuda, Shigeru Inoue, Hiroyuki Kikuchi, Takahiro
Tabuchi, Mayuko Yonejima, Tomoya Hanibuchi.

近藤尚己

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

第１章　共通認識の形成期・コラム「思わず参加したくなる仕掛けづくりー行動科学を学んでみません
かー. In: 近藤克則, ed. 住民主体の楽しい「通いの場」づくり 「地域づくりによる介護予防」進め方ガ
イド.

Advancing universal health coverage through knowledge translation for healthy ageing: Lessons
learnt from the Japan Gerontological Evaluation Study. In: Kondo K, Rosenberg M, eds.

The Atlas of Health Inequalities in Japan.

共通認識の形成期・コラム「思わず参加したくなる仕掛けづくりー行動科学を学んでみませんかー. In:
近藤克則, ed. 住民主体の楽しい「通いの場」づくり 「地域づくりによる介護予防」進め方ガイド.

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名



2019年

2018年

2018年

2018年

-

8

1

-

World Health Organization

東京: 東京図書

World Health Organization, Regional Office for South-East Asia

東京:大修館書店

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

Kondo K, Rosenberg M, Kondo N, Cable N.

近藤尚己.

Sakamoto H RM, Nomura S, Okamoto E, Koike S, Yasunaga H et al.

近藤尚己.

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

Advancing universal health coverage through knowledge translation for healthy ageing: Lessons
learnt from the Japan Gerontological Evaluation Study. In: Kondo K, Rosenberg M, eds.

第3章 後悔しない事業計画 ⑦成果発信しよう・コラム「健康格差に立ち向かう保健活動」. In: 中板育
美, ed. これで使える！保健師のためのデータ活用ブック.

Japan Health System Review Vol 8 No 1.

健康格差を見据えたヘルスプロモーション戦略. 江口泰正、中田由夫編. 『職場における身体活動・運動
指導の進め方』

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名



2022年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

鎌田　真光

(Kamada Masamitsu)

(60523090)

東京大学・大学院医学系研究科（医学部）・講師

(12601)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

近藤　克則

(Kondo Katsunori)

(20298558)

千葉大学・予防医学センター・教授

(12501)

-

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

Elite sport and population physical activity
 ２．出版社

Kamada M
 ４．発行年 １．著者名

 ５．総ページ数

Routledge Encyclopedia of Sport Studies
 ３．書名


